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	専門学生と一緒に！
	農業と福祉の連携を学ぶ
	令和8年度農福連携入門講座
	主催：学校法人西野学園　共催：北海道保健福祉部・農政部
	農福連携って何？
	農福連携とは農業と福祉が協力し、障がい者や高齢者が農作業に関わり、働く場や生きがいを生む取り組みです。 年齢、障がいの有無に関わらず、誰もが楽しくいきいきと暮らしていくためにどうするか、専門学生と一緒に学びましょう。

	1回目:5/9(土)
	2回目:6/27(土)
	3回目:7/4(土)
	4回目:7/25(土)
	10:00-16:30 演劇ワークショップ 様々な人とのコミュニケーションを学ぶ
	10:00-16:30 農家の視点からの 農福連携 農業体験①
	10:00-16:30 福祉の視点からの 農福連携 農業体験②
	10:00-16:30 野菜の流通 マルシェチラシ作成


	5回目:8/22(土)
	7回目:11/14(土)

	6回目:9/5(土)
	8回目:12/12(土)
	10:00-16:30 利益の出し方について 魅力的な売り場作り
	10:00-16:30 マルシェ （野菜販売会）
	10:00-16:30 農福の6次化 調理実習
	10:00-16:30 農福商工連携 ハーブティーづくり

	全8回の講座のうち、5回以上の講座を受講すると北海道保健福祉部・農政部から「修了証」が授与されます
	お問合せ：札幌心療福祉専門学校
	札幌市中央区北2条西20丁目2-28
	☎011-643-8241
	✉shinpuku＠nishino-g.ac.jp



	（修正）農福連携入門講座チラシ（裏）
	農福連携入門講座
	講座内容
	①演劇ワークショップ
	②農業体験Ⅰ
	③農業体験Ⅱ
	④流通、広告を学ぶ
	⑤利益の出し方、陳列を学ぶ
	⑦農福の６次化
	⑥マルシェ開催
	⑧農福商工連携
	ご不明点等ありましたら、お気軽にご連絡ください！




